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地域資源マネジメント研究科の一般公開 「秋のオープンキャンパス」 
を2020年10月18日（日）に開催します。 オープンキャンパスでは研
究科や入学試験の概要紹介、 施設紹介などを行います。 今回は新
型コロナウイルス（COVID-19）の感染拡大防止のため、 webサービ
スを使用してオープンキャンパスを開催します。 当研究科に興味の
ある方、 受験を検討されている方のご参加をお待ちしております。

※新型コロナウイルスへの対応により今後の予定が変更になる場合があります。変更などの情報は地域資源マネジメント研究科のホームページ
に逐次更新していきますので、参加希望の方はご確認をよろしくお願いいたします。

博士前期課程B日程入試（全日程合わせて定員12名）、 を2020年
12月13日（日）に実施します。 試験内容は専門試験（小論文）と口
述試験です。 会場は豊岡ジオ・コウノトリキャンパス（豊岡会場）
と神戸商科キャンパス（神戸会場）から選ぶことができます。 新型
コロナウイルスの影響で試験の実施方法が変更になる場合があり
ますので、 受験をご検討されている方は地域資源マネジメント研
究科までお問い合わせください。

日　時 2020年10月18日（日）　13:45 ～16:15
入試日 2020年12月13日（日）

願書受付 2020年11月17日（火）～12月1日（火）
開催方法 ZoomによるWeb開催

内　容 （１） 研究科、 カリキュラム、 入学試験についての説明
（２） 施設やフィールドの紹介
（３） 学生による研究紹介、 個別面談　など

参加方法 10月13日（火）までにメールかFaxにて参加申し込みを
行い、 申込者にZoomアクセスIDを通知する。
同時に、 研究科資料を参加希望者宅へ郵送する。

※事前に受験資格審査が必要な場合は、
　2020年10月31日（土）～11月13日（金）に審査書類をご提出ください。

田和 康太 ： コウノトリの剥製
中 　晶平 ： ナガレホトケドジョウ
丸谷 聡美 ： 水田ビオトープの生き物調査・観察会
原口 知弥 ： 河川で採餌をするコウノトリ
正木 詔一 ： 台風23号で冠水したS地区
柏木 　廉 ： 都市部で行われた移住相談会

【写真提供】

発行：2020年 9月
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●令和2年度オープンキャンパスの予定

秋のオープンキャンパス
冬のオープンキャンパス
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10/13（火） ～ 10/18（日）  
 12/15（火） ～ 12/20（日）  

入試情報
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開催日 個別面談実施期間

［お問い合わせ］各催しの詳細はウェブサイトをご覧ください。あるいはメール、電話にてお気軽にお問い合わせください。

　

本
稿
で
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
食
の
変
遷
に
関
す
る

一
つ
の
知
見
を
紹
介
し
た
い
（Taw

a &
 Sagaw

a 
2020

）。
我
が
国
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
個
体
群
は
１
９
７

１
年
に
一
度
途
絶
え
て
い
る
が
、
幾
年
に
も
渡
る
飼

育
下
繁
殖
の
試
み
が
実
を
結
び
、
２
０
０
５
年
に
は

試
験
放
鳥
に
辿
り
着
き
、
２
０
０
７
年
の
野
外
巣

立
ち
以
降
は
個
体
数
が
直
線
的
に
増
加
し
、
現
在

の
野
外
個
体
数
は
200
個
体
以
上
に
達
し
て
い
る

（
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園  

２
０
２
０
）。

こ
の
よ
う
に
個
体
数
の
増
加
だ
け
を
み
る
と
順
風

満
帆
に
見
え
る
野
生
復
帰
だ
が
、
絶
滅
前
と
現
在

で
は
彼
ら
の
食
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
が

我
々
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

分
析
に
用
い
た
の
は
「
絶
滅
前
個
体
群
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
剥
製
」
と
「
現
在
、
空
を
舞
っ
て
い
る
コ

ウ
ノ
ト
リ
生
体
」
の
い
ず
れ
も
同
一
部
位
の
『
羽
』

で
あ
る
。
前
者
は
全
国
に
お
け
る
保
管
場
所
を
探

し
当
て
、
後
者
は
事
故
収
容
さ
れ
た
個
体
な
ど
か

ら
ご
く
わ
ず
か
な
一
葉
を
採
取
し
、
安
定
同
位
体

比
分
析
（δ

15 N

、δ13 C

）
に
供
し
た
。
分
析
個
体

群
は
、
１
９
３
０
年
代
〜
１
９
５
０
年
の
個
体
群

（
昭
和
初
期
）、
１
９
６
０
年
代
個
体
群
（
昭
和
中

期
）、
お
よ
び
２
０
０
５
年
以
降
の
再
導
入
個
体
群

（
平
成
）
で
あ
る
。
な
お
但
馬
地
域
に
お
い
て
は
、

昭
和
初
期
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
個
体
数
が
100
個
体

を
越
え
栄
華
を
誇
っ
て
い
た
一
方
、
昭
和
中
期
に

は
個
体
数
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
時
代

背
景
に
あ
っ
た
（
池
田  

１
９
９
４
）。

　

食
バ
ラ
ン
ス
の
推
定
を
行
っ
た
結
果
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
は
昭
和
初
期
に
は
汽
水
魚
（
例
え
ば
ボ
ラ
）、

淡
水
魚
（
ド
ジ
ョ
ウ
）、
カ
エ
ル
類
（
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
）、
お
よ
び
昆
虫
類
（
コ
ガ
ム
シ
）
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
し
て
い
た
が
、
昭
和
中
期
に
な
る
と
汽

海
と
コ
ウ
ノ
ト
リ

　―
 

剥
製
か
ら
絶
滅
の
歴
史
を
謎
解
く ―

教
授
　
佐
川  

志
朗

水
魚
へ
の
依
存
度
が
大
き
く
減
少
し
た
。
す
な
わ

ち
、
こ
の
時
期
に
海
由
来
の
魚
が
食
せ
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
に
は
、
昭
和
初
期
に

は
広
大
な
後
背
汽
水
湿
地
が
残
っ
て
お
り
汽
水
魚

が
湿
地
に
入
り
込
む
こ
と
に
よ
り
食
の
機
会
が
得

ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
中
期
に
は
、
河
道
の
直
線

化
や
旧
河
道
の
埋
め
立
て
、
堤
内
外
地
分
離
（
治

水
事
業
）
に
よ
り
、
汽
水
湿
地
が
消
滅
し
て
彼
ら

の
主
な
食
卓
と
な
る
浅
水
湿
地
域
に
は
海
由
来
の

魚
が
入
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
起
因
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
平
成
に
な
る
と
、
汽
水
魚

の
採
餌
寄
与
率
は
さ
ら
に
低
下
し
た
こ
と
に
加
え
、

淡
水
魚
へ
の
依
存
度
が
激
減
し
、
ほ
ぼ
昆
虫
食
に

頼
っ
て
い
る
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
原
因
の
一
つ

と
し
て
は
、
圃
場
整
備
が
好
適
な
採
餌
空
間
で
あ

る
水
田
域
へ
の
淡
水
魚
の
侵
入
を
抑
制
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
段
階
的
に
魚

類
を
食
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
と
開
発
行
為
、
そ
し

て
絶
滅
に
到
る
個
体
数
減
少
と
の
パ
ラ
レ
ル
リ
ン

ク
は
何
を
物
語
る
の
だ
ろ
う
か
。
野
生
復
帰
の
舞

台
と
な
っ
た
こ
こ
豊
岡
盆
地
で
は
、
水
稲
農
法

（
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
）
の
導
入
、
ビ
オ
ト
ー
プ

の
整
備
や
河
川
域
に
お
け
る
浅
水
域
の
創
出
な
ど
、

様
々
な
自
然
再
生
事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
こ
れ
ら
の
効
果
は
昆
虫
類
を
主
体
と
す
る
生
物

の
営
み
に
着
実
に
寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
研
究
成
果
が
示
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
食
メ

ニ
ュ
ー
の
大
き
な
変
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
自
然
再

生
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
海
か
ら
川
そ

し
て
水
田
域
に
お
よ
ぶ
縦
断
お
よ
び
横
断
方
向
の

水
の
回
廊
を
取
り
戻
す
こ
と
を
強
く
明
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

Tawa K. & Sagawa S. (2020) Stable isotopic analysis of stuffed specimens revealed the feeding habits of Oriental Storks Ciconia boyciana in Japan before their extinction in the wild. Journal of Ornithology.

コウノトリの剝製
Photo by K. TAWA



ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
生
息
規
定

要
因
と
移
動
特
性
に
関
す
る
研
究

Tom
oya H

araguchi
Shoichi M

asaki
R

en K
ashiw

agi

　

私
は
、
大
学
院
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ
る
兵
庫
県
豊
岡
市
よ
り
100
㎞

南
の
東
播
磨
地
域
で
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
豊
岡
市
と
は
違
い
、

温
暖
少
雨
で
川
が
少
な
い
瀬
戸
内
気
候
で
、
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
き
た
地
域
で
す
。
そ
の
た
め
、
た
く
さ
ん
の
た
め
池
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
東
播
磨
地
域
で
は
２
０
０
２
年
か
ら
、
た
め
池
を
展
示

物
に
見
立
て
た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
い
な
み
野
た
め
池
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
東
播
磨
の
た
め
池
に
飛
来
す
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
自
然
再
生
と
地
域
活
性
化
の
活

動
「
た
め
池
コ
ウ
ノ
ト
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
は
た
め
池
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
働
き

な
が
ら
、
社
会
人
学
生
と
し
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
東
播
磨
の
水
田
や
た
め
池
な
ど
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
来
る
」

こ
と
を
想
定
し
、
餌
と
な
る
生
物
量
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
結
果
か
ら
は
、
生
物
量
が
予
想
よ
り
多
く
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

生
息
す
る
豊
岡
市
内
の
水
田
と
比
較
し
て
も
量
的
に
劣
っ
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
こ
の
生
き
物
の
デ
ー
タ
な
ど
を
元
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
主

な
餌
と
な
る
魚
類
や
バ
ッ
タ
類
を
増
や
す
ビ
オ
ト
ー
プ
や
た
め
池

の
浅
瀬
づ
く
り
な
ど
の
地
域
活
動
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
に
は
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
地
域
に
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
飛
来
し
、
２
か
月
ほ

ど
滞
在
し
ま
し
た
。

　

研
究
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
地

域
の
中
で
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
「
生
態
的
な
価
値
」
を

「
地
域
資
源
」
と
し
て
定
義
し
、

既
存
の
地
域
資
源
に
新
た
な
価

値
を
付
加
す
る
こ
と
が
、
新
た

な
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
地
域
の
活
動
は
現
在
も

続
い
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
南
部
播
磨
平
野
に
お
け
る

水
田
動
物
群
集
の
特
徴

コ
ウ
ノ
ト
リ
に
お
け
る
河
川
利
用
の

個
体
差
お
よ
び
季
節
変
化

原
口 

知
弥

所
属
／
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
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会
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災
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域
防
災
組
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編

正
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詔
一 Shohei N
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中  

晶
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所
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／
奈
良
県
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
　
木
材
利
用
課

所
属
／
い
な
み
野
た
め
池
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
運
営
協
議
会

　
　
　
た
め
池
地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
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i M
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丸
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聡
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移
住
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課
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柏
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所
属
／
養
父
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役
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博士前期課程修了生の
研究紹介
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ナガレホトケドジョウ

　

”
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
“
と
い
う
魚
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。
ド
ジ
ョ
ウ
と
い
え
ば
、
田
ん
ぼ
や
用
水
路
に
よ
く
い
る
魚
と

思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
本
種
は
山
間
部
の
渓
流
に
生
息
し
、
環

境
改
変
の
影
響
に
よ
り
生
息
適
地
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
本
種
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
河
道
特
性
を
加
味
し

た
生
息
場
所
の
規
定
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
代
謝
活
性
が
落
ち
る
越
冬
時
に
お
け
る
移
動
特
性
の
把
握

も
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

私
は
本
種
の
保
全
を
目
的
と
し
て
、
兵
庫
県
の
北
部
を
流
れ
る

円
山
川
水
系
鎌
谷
川
流
域
に
お
い
て
、
約
１
年
間
に
わ
た
っ
て
捕

獲
調
査
や
物
理
環
境
調
査
（
流
速
、
水
深
、
水
温
、
河
床
材
料
等

の
測
定
）、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
本
種
は
秋
季
か
ら
冬
季
に
か
け
て
は
流
速
の
遅
い
淵
を
選
び
、

１
月
の
厳
冬
季
は
水
温
が
比
較
的
高
く
か
つ
安
定
し
て
い
る
場
所

（
湧
水
場
）
を
選
ん
で
越
冬
し
て
い
る
こ
と
を
定
量
的
に
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
魚
道
敷
設
に
よ
る
ス
ミ
ウ
キ
ゴ
リ
の
分
布

拡
大
が
本
種
の
生
息
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
種
は
越
冬
時
に
お
い

て
積
極
的
な
移
動
は
し
て
い
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
院
で
研
究
テ
ー
マ
を

決
定
す
る
ま
で
ド
ジ
ョ
ウ
に
つ
い

て
は
全
く
の
素
人
で
あ
り
、
ナ
ガ

レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
の
名
前
も
顔

も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

日
々
観
察
し
研
究
す
る
に
つ
れ
て

次
第
に
興
味
や
愛
着
が
湧
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
興
味
、
関
心
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
で
見
え
て
く
る

新
た
な
発
見
や
面
白
さ
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
た
２
年
間
で
し
た
。

　

私
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
河
川
利
用
に
つ
い
て
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
は
水
田
や
そ
の
周
辺
を
主
な
採
餌
場
所
と
し
て
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
河
川
に
い
る
個
体
に
つ

い
て
は
目
撃
例
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
現
頻
度
や
行
動
特

性
は
報
告
が
乏
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
定
の
個
体

の
行
動
と
全
体
的
な
季
節
変
化
か
ら
、
但
馬
地
域
に
お
け
る
河
川

の
利
用
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
出
石
川
と
六
方
川
近
く
で

繁
殖
す
る
ペ
ア
の
な
わ
ば
り
の
定
点
観
察
と
、
出
石
川
の
ル
ー
ト

セ
ン
サ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
定
点
観
察
で
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
河
川
や
そ
の

周
辺
の
湿
地
で
出
現
頻
度
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
冬
に
も
周

辺
の
湿
地
に
出
現
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
夏
の
水
田
は

気
温
と
草
丈
が
高
く
、
採
餌
に
不
向
き
で
あ
り
、
餌
量
が
全
体
的

に
減
る
冬
は
、
採
餌
場
を
広
く
求
め
た
結
果
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ル
ー
ト
セ
ン
サ
ス
で
は
９
月
と
10
月
が
河
川
で
の
出
現
頻

度
が
ピ
ー
ク
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
出
石
川
で
は
ア
ユ
が
繁
殖
の
た
め
に
群
れ
を
つ
く

り
、
上
流
か
ら
中
流
、
下
流
へ
と
移
動
す
る
た
め
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
ア
ユ
を
狙
っ
て
河
川
に
集
ま
っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
の
事
か
ら
、
今
後
も
魚
類
等
の
再
生
産
を
目
的
と
し
た
湿

地
再
生
を
継
続
し
、
小
規
模

河
川
の
保
全
と
そ
の
事
例
を

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
は
20
代
か
ら
30
代
と
い
っ
た
若
年
層
や
、
定
年
退
職
を
し

た
リ
タ
イ
ア
層
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
の
「
移
住
者
」
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、『
移
住
』
へ
の
関
心
も
高
ま
り
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て
、『
移
住
』
を
取
上
げ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

等
が
増
え
て
い
た
り
、
今
日
の
自
治
体
の
移
住
定
住
施
策
が
充
実

し
て
、
移
住
者
が
必
要
に
応
じ
て
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
取
捨
選
択
で

き
る
状
況
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
身
近
に
『
移
住
』
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
て
の
「
移
住
者
」
が
移
住
後
に
課
題
な
く

移
住
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
実
態
が
み
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
移
住
者
と
地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
再
移
住

し
た
り
、
移
住
先
の
環
境
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
再
移
住
す
る

な
ど
、
移
住
後
に
様
々
な
課
題
や
問
題
が
生
じ
て
い
る
実
態
も
増

え
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
通
じ
て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
関
す
る
課
題
を
挙
げ
る
移
住

者
が
高
い
割
合
で
み
ら
れ
ま
し
た
。
移
住
先
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
も
ち
ろ
ん
、Ｕ
タ
ー
ン
者
か
ら
も
同
様
の
課
題
は

高
い
割
合
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
究
を
通
じ
て
、
移
住
者
支
援
は
「
移
住
者
」
を
増
や

す
と
い
っ
た
『
数
的
』
な
対
策
で
は
な
く
、「
移
住
者
」
が 

”
住
み

続
け
ら
れ
る
“
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
移
住
者
が
移
住
後
に
生
じ
た
課

題
や
問
題
等
を
自
治
体
は
把
握
し
、
ま
た
、
受
入
れ
側
の
地
域
も

理
解
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

わ
が
国
の
防
災
は
１
９
６
１
年
災
害
対
策
基
本
法
制
定
以
降
、

行
政
主
導
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
近
年
の
防
災
政
策
転
換
で
、
共

助
が
重
視
さ
れ
、
地
域
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
自
主
と
言
い
な
が
ら
も
行
政
か
ら
の
動
員
型
の
組

織
が
多
く
、
活
動
も
形
骸
化
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
地
域
の
防
災

は
、
平
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
と
、
日
常
に
防
災
を
埋
め
込

む
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
、
行
政
や
専
門
機
関
へ
の
依
存
か
ら
、
住

民
が
内
発
的
に
取
り
組
む
も
の
に
変
え
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
市
Ｓ
区
は
２
０
０
４
年
の
台
風
23
号
で
地
区
の
70
％
が
冠

水
、
自
警
団
中
心
の
自
主
防
災
会
は
十
分
に
機
能
を
発
揮
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
区
は
、
被
災
後
に
検
証
を
行
い
、
２
０
０
７
年
に

組
織
再
編
を
行
い
、
区
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
区
は
平
時
に
「
組
と
隣
保
」
と
い
う
単
位
で
運
営
し
て
い
ま

す
が
、
自
主
防
災
会
も
タ
テ
組
織
の
自
警
団
か
ら
、
隣
保
、
組
を

中
心
と
し
た
ヨ
コ
の
組
織
に
変
え
、
こ
れ
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、

隣
保
長
対
象
に
Ｄ
Ｉ
Ｇ（
災
害
図
上
訓
練
）
を
用
い
た
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

研
修
の
目
的
は
「
隣
保
長
の
育
成
」、「
個
々
の
住
民
が
持
つ
地

域
知
の
共
有
」
で
す
が
、
隣
保
長
同
士
の
対
等
な
関
係
と
自
由
な

発
言
を
保
証
し
た
こ
と
に
よ
り
、
目
的
以
上
の
成
果
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

　

再
編
に
よ
り
、
行
政
な
ど
に

依
存
す
る
防
災
か
ら
、
災
害
時

の
仕
組
み
に
平
時
の
地
区
運
営

を
入
れ
込
む
こ
と
で
、
住
民
自

ら
行
う
防
災
に
変
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
移
り

住
ん
で
き
た
Ｓ
区
で
の
取
り
組

み
は
、
同
じ
よ
う
な
問
題
を
抱

え
る
地
域
の
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
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